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【目的】低分子化合物や金属イオンを識別し発光する turn-on型蛍光プローブは盛

んに研究されてきた。一方、タンパク質に対する turn-on 型蛍光プローブとして

O-nitrobenzoxadiazoleが挙げられるが、報告例は少ない。我々は、医薬品からディ

スプレイまで幅広く使用されているクマリンをタンパク質に対する turn-on型蛍光

プローブとして開発することを目的とした。 

【方法・結果】タンパク質に対する turn-on型蛍光プローブは、①タンパク質に認

識されること、②タンパク質との共有結合形成に伴って蛍光が増大すること、③

標識後にリガンドが解離できること、の 3 点を満たすと利便性が高い。本研究で

はモデルタンパク質としてビタミン D 受容体 (VDR) を選択した。リガンドであ

るリトコール酸を用い、求核性アミノ酸との共役付加反応によって生じる、アル

キンからアルケンへの構造変化を利用した turn-on型蛍光プローブの設計と合成を

行った。合成した 7種のプローブと VDRを buffer中で反応させて質量分析を行っ

た結果、クマリンで修飾された VDR と解離したリガンドのピークが検出された。

蛍光標識を蛍光スペクトルと SDS-PAGE にて検討したところ、ジエチルアミノク

マリンが優れた蛍光特性を示し、大腸菌溶菌液中の VDRを選択的に標識した。ま

た、ペプチド型プローブを用いたタンパク質の標識にも成功した。 

 


